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実践NO.1234
【主題】１３Ｐ太　МＳゴシック体（３０字以内）■■■■■■■
―【副題】１１Ｐ　МＳ明朝体（３０字以内）■■■■■■■■■■―
2行アケル
主査　山田　花子＊１
委員　佐々木　小次郎＊２，宮本　武蔵＊３，細川　忠興＊４，松井　興長＊５，
1行アケル
「○○住宅の継承を条例制定によって円滑に」【（和文）活動の紹介キャッチフレーズ】頭揃え９Ｐ　МＳゴシック体　キャッチフレーズは「」で括る（３０字程度）
【和文要旨】出だしは１文字下げる。３００字以内とし，９Ｐ　МＳ明朝体で記入する。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■（３００字以内）
1行アケル
キーワード：１）１０語以内，２）８Ｐ，３）МＳ明朝体，４）■■■■，５）■■■■，
６）■■■■，７）■■■■，８）■■■■，９）■■■■，１０）■■■■
1行アケル
　　　　　　　　　　SHUDAI 11P ARIAL OR HELVETICA REGULAR　（主題は全て大文字）
　　　　　　　　　　　　　　　-Fukudai 9p arial or helvetica regular-　（副題は最初の1語のみ大文字）
2行アケル

Ch. Hanako Yamada
Mem. Kojiro Sasaki, Musashi Miyamoto, Tadaoki Hosokawa, Okinaga Matsui
1行アケル
Let's make succession of modern heritage houses smooth by ordinance establishment.【（英文）活動の紹介キャッチフレーズ】頭揃え11P Arial（半角）
【英文要旨】出だしは1文字下げる。１００字以内とし，9p Times New Roman で記入する。 @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@@ @@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ 
@@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ @@@@@ 
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図2-1 タイトル
＜注＞
　1) □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

　2) □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
＜参考文献＞
1）佐藤　明，山田和夫：住宅環境問題に対する住民意識，すまいろん，Vol.5，No.19，pp.45～52，住総研，1991.10
・ 山本俊夫：住宅問題に関する研究(2)，住総研
研究年報，No.19，pp.152～164，住総研，1993.3
2）上田  登：都市の住宅問題，住総研，1992.1

＜研究協力者＞
　　○田○夫　□□□□□□□□□□□□□□□
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

【本テンプレートを使用する際の注意点】

　※ご使用になる前に必ずお読みください。
1.　論文テンプレートファイルの使い方

1.1　原稿が、本書「実践研究報告書」原稿作成の手引き通りであるかどうか、確認を行う。
　このテンプレートの主題（副題）、著者名、本文などはあらかじめ住総研指定のフォントサイズなどの書式が設定されています。テンプレートを使用して原稿を作成した場合でも、原稿作成要領と合致しているか必ず確認し、使用のＰＣ環境に合わせ、各自において微調整を行うなど、報告集掲載の体裁に最も近い設定を行うようにしてください。

1.2　コピー＆ペーストの注意点
　テンプレートに文章をコピーペーストして使用する場合は、文字数やフォントの設定が崩れ機能しなくなる場合があります。テンプレート（1頁～2頁）として入力されている文字と文字の間にコピーペースト（文字入力）し、入力後、不要文字を削除するとテンプレートが崩れにくくなります。コピーペーストの前にテンプレートを削除すると、フォントの設定等が崩れますので、注意してください。
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＊１巌流島大学

